
 

 

□実りの秋に 
１０月から後期に入って委員会組織も新しくな

りました。新しくなった各委員会も活発に活動を行

なっており、２０２３年度の後半を盛り上げていこ

うという雰囲気が校内にあふれています。 

１０月は水泳学習を始め校外学習やバザーなど

子どもたちが楽しみにしていた行事が目白押しで

した。それだけではなく、男子バレー「日本対トル

コ」の試合を応援する「ウオッチーム」や、毎月開

催することが決まった「ランチーム」など、毎日の

生活に弾みをつけたり、子どもたちの気持ちを一つ

にしたりする行事もたくさんありました。 

１１月は秋の夜長を利用して読書に臨むのに適し 

ています。じっくり腰を据えて本を読む時間が持て 

る事はとても豊かで贅沢なことではないでしょうか。 

この機会に今まで時間がなくて、なかなか読み始められなかった長編の本に挑戦してみるのもいいかもし

れませんね。学校でも読書週間が予定されています。みんなが自分の興味のある本に出会える読書週間にな

ってくれることを願っています。 

□１１月の主な予定 
日 曜日 行事等 日 曜日 行事等 日 曜日 行事等 

11/3 金 
小学部1.2年生秋見つけ 

11/6 月 
朝会・委員会・水泳 11/13 月 集会 

（エミルギャン公園） 授業 読書週間〜17 日 11/14 火 校長会学校訪問 

11/5 日 英検二次 11/10 金 運営委員会 11/15 水 PTA 役員会 

 11/27 月 集会 

□PTAバザーが開かれました 
１０月１４日（土）、天候にも恵まれ、PTA バザーが盛大に開催されました。３年ぶ

りに、たくさんの方をお招きして開催できたことは何よりでした。そしてゲームに興

じる子どもたちの楽しそうな顔や、おもちゃや本等を熱心に探す姿がたくさん見られ、

本当に充実した日となりました。 

２学期に入ってからずっと準備を続け、当日の運営にもご尽力いただきました 

P T A 役員の皆様、本当にありがとうございました。また、さまざまな品物をご提供  

いただいたすべての保護者の皆様に、心からお礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

Bosphorus 
令和５年（２０２３年）１１月１日（水） 

校 長 小川 聡子 

１１月１日 現在  

小学部３１名 中学部２名 計３３名 

TEL 0120-257-7332 Email/okul@ijstr.jp イスタンブル日本人学校だより 第号 

「生涯を通じて自ら進んで学習できる子」「国際社会の中で活躍できる子」「運動に親しみ心身ともに健康な子」 具体目標 
めざす子ども像 （進んで学ぶ子ども） （心豊かな子ども） （たくましい子ども） 

がんばれ日本！みんなの声援が届いたかな？ 

この大会で上位２位に入った日本はパリオリンピックへ

の出場が決まりました！トルコも頑張りました！両国の

応援に大いに盛り上がる講堂の様子です。 



□「被災者支援に学ぶ」 

１０月１３日（金）NPO 法人「難民を助ける会」

の栁田純子さんにおいでいただき、栁田さんのト

ルコ・シリア地震被災地での活動についてお話を

聞きました。当日は小学部４年生以上の子どもた

ちが参加してお話を聞きました。 

栁田さんは、支援を継続することの重要性とと

もに、どんな支援を必要としているのかを現地の

人たちから直接聞くことが一番重要と話されて

いました。そのお話の通り、栁田さんがたくさん

の被災者の方たちと話をしている姿がビデオに映っていました。まだ毎日の生活に困っている方が多くい

らっしゃることや、これから冬に向かって寒さ対策を講じていかなければならないことを伺い、子どもたち

一人ひとりが地震の被害の甚大さについて学ぶとともに、支援の重要性を考えるきっかけをいただいた１

時間となりました。 

栁田さんは、自も被災していながらも、自分より困っている人のために懸命に働き、周りの人を元気づけ

ている被災者の姿が心に残っていると話されていました。その上で「今、自分も大変なのに周りのために活

動する被災者の方たちの心が折れないように、私たちが応援していくことが重要だと思う。」とおっしゃっ

ていました。これからも継続的に現地とつながりながら支援を続けていくそうです。 

□校外学習「エリエールトルコ」 
１０月１９日（木）にエリエールトルコへ全校の子どもたち

で校外学習に行きました。 

工場では赤ちゃん用の紙おむつやウエットティッシュ、ハン

ドソープなどを作っています。子どもたちにとっては身近な製

品を作っているだけに興味津々で見学していました。たくさん

の商品が生まれるまでにどんな工夫や努力があるのか、担当の

方々から説明をお聞きしました。 

校外学習が終わったあとで、社長の山上さんに「日本人学校

の子どもたちがとてもお行儀が良いので、トルコ人スタッフが

感心していましたよ。」とおっしゃっていただきました。工場で

働くトルコのスタッフの方の中には、日本の子どもたちを見た

ことがない方も多いそうで、子どもたちの訪

問をとても喜んでくださったそうです。 

いっぱい学んで、いっぱい楽しんだ校外学

習でした。エリエールトルコの皆様、本当に

ありがとうございました。 


